
教科シラバス（ 工業：情報電子科 ） 
 

科 
目 
名 

電気回路 

履修学年 履修単位 履修形態 授業形態 

２ ２ 全員履修 一 斉 

使 用 教 科 書 ・ 副 教 材 ・ 準 備 物 

電気回路１・２（実教出版社）、電卓、演習ノート 

科 目 の 概 要 学 習 目 標 

交流現象について理解させ、交流の波形、交流
の周期と周波数、および大きさの表し方の解説を
する。 
三相交流の発生と特徴を理解させる。 

抵抗、インダクタンス、静電容量の働きについ
て理解し、基本的な交流回路の計算ができるよう
になる。 
三相交流の発生と性質、計算方法を理解する。 

年 間 学 習 プ ロ グ ラ ム 

 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

１学期 

第５章 交流回路 
１節 交流の発生と表し方 
２節 交流回路の電流・電圧 
３節 交流回路の電力 

・正弦波交流、最大値、実効値、平均値、瞬

時値、周波数の概念を理解させる。 

・交流回路におけるＲ･Ｌ･Ｃ のそれぞれの働

きと計算方法を理解させる。 

・力率と有効電力、無効電力、皮相電力の関

係と求め方を理解させる。 

２学期 

第６章 交流回路の計算 
１節 記号法の取り扱い 
２節 記号法による計算 
３節 回路に関する定理 

・複素数とベクトルの関係について理解させ､

複素数の四則演算ができるようにする。 

・インピーダンスとアドミタンスの関係、共

振回路の特性を理解させ、計算できるよう

にする。 

３学期 

第７章 三相交流 
１節 三相交流の基礎 
２節 三相交流回路 
３節 三相電力 
４節 回転磁界 

・三相交流の発生と特性、三相結線の特徴を

理解させ、計算できるようにする。 

・Ｙ結線負荷と△結線負荷の三相電力の求め

方を理解させる。 

評 価 の 観 点 及 び 内 容 

知識・技術 
基本的な電気現象、電気現象を量的に取り扱う方法、電気的諸量の相互関係に

ついて原理・法則を理解し、知識と技術を身に付けている。 

思考・判断・表現 
基本的な電気現象の意味を考え、変化に対する結果を電気に関する知識と技術

を活用して考察し、導き出した考えを的確に表現することができる。 

主体的に学習に

取り組む態度 
基本的な電気現象と、その現象が数式により表現できることに関心をもち、新

しい事柄に対して意欲的に学習に取り組んでいる。 

評価方法及びその他留意事項 
学習態度、積極的に学習に取り組む態度を評価する。 

レポート、発表、提出課題の内容を評価する。 

年間５回の定期考査とアチーブメントテストの結果をもとに、学習内容の理解度と定着度を総合的

に評価する。 



 


